
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

芋ほり体験 

第２学年 

● みどりの学校ファーム事業を活用し、サツマイモを栽培する生産

体験を行っている。 

● 自分たちで収穫したサツマイモは、自分たちの手で調理し、残さ

ず食べるようにしている。食べ物の大切さと育てる楽しさを味わ

えるよう指導している。 
 

● サツマイモを育てるには、毎日の水やりと雑草抜き等生き物を

育てるのと同じように管理する必要があることを知ることがで

きた。これにより、食べ物の大切さを実感することができた。 

● 自分たちで当番を決め、互いに声をかけ合うことで子ども達の

自主性が育ち、他の係活動などの活躍につながった。 

● 苗から育てたサツマイモが、芽を出して大きくなっていくところ

が、お世話をしていて１番楽しかった。 

● 自分で育てたお芋を、お団子にして食べたら、すごくおいしくて

うれしかった。家でも育てて食べてみたいと思った。 


